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自動車税納税通知書〈圧着はがき式〉作成業務委託仕様書 

 

１ 委託業務の概要 

 (1) 自動車税納税通知書〈圧着はがき式〉（以下「納税通知書〈圧着はがき式〉」という。）用紙の作

成 

 (2) 納税通知書〈圧着はがき式〉のプリント（納税通知書用紙へのプリント項目の印字） 

 (3) 納税通知書〈圧着はがき式〉の圧着作業 

 (4) 納品等 

 

２ 納税通知書〈圧着はがき式〉用紙の作成 

  受託業者は、次により納税通知書〈圧着はがき式〉用紙を作成する。 

 (1) 見本 ……………………………………………………… 資料１のとおり 

 (2) 用紙の規格 ……………………………………………… 資料２のとおり 

 (3) 作成数量 ………………………………………………… 別表「作成予定数量一覧」のとおり 

 

３ 納税通知書プリント用データの仕様及び作成区分 

  委託者は、次によりＬＧＷＡＮ等のネットワークを利用して納税通知書プリント用データ（以下

「データ」という。）の引き渡しを行う。この場合、敷設・運用通信費用はすべて受託業者負担とす

る。（ＬＧＷＡＮ等のネットワークを利用した伝送のほか、プリント用の光磁気ディスク（以下「Ｍ

Ｏ」という。）を作成し、税務課システム分室（農林庁舎４階）において受託業者に引き渡しを行う

方法も可能とする。引き渡しには施錠が行えるケースを使用し、ケースは受託業者が準備するもの

とする。以下同様とする。） 

 

 (1) データ仕様書 …………………………………………… 資料３のとおり 

 (2) レコード仕様書 ………………………………………… 資料４のとおり 

 

４ 用紙へのプリント 

  受託業者は、３で引き渡しを受けたプリント用データにより、２で作成した納税通知書〈圧着は

がき式〉に、漢字プリンタによりプリントする。 

  プリント項目、印字位置等については、次のとおりである。 

 (1) 納税通知書〈圧着はがき式〉プリントレイアウト ……… 資料 5-1のとおり 

 (2) 納税通知書〈圧着はがき式〉印字仕様（令和９年度版）… 資料 5-2のとおり 

 

５ 納税通知書〈圧着はがき式〉の圧着作業 

  納税通知書〈圧着はがき式〉は、プリント後、資料１で図示する折り線の位置で三つ折りし、接

着等の加工を行う。このとき、次の条件を満たすこと。 

 (1) 日本郵便株式会社の内国郵便約款（平成 24年 10月１日）に規格及び様式が規定されている私

製する通常葉書として適合するはがきであること。 

 (2) 資料１で図示するＡ面がはがきの表に、Ｄ面がはがきの裏になること。 

 (3) 資料１で図示するＢ面とＣ面及びＥ面とＦ面は接着されており、はがきの整理、郵送等の過程

で通常加えられる力によっては、決して剥離しないこと。 

 (4) Ｂ面とＣ面の接着面及びＥ面とＦ面の接着面には、防水加工が施されており、意図して剥離し

ようとした場合は、その面に記載された文字などの印刷の鮮明度が損なわれることなく容易に剥

離でき、かつ、別に糊を付着させない限り、再接着しないこと。 

 



６ 納品等 

 (1) 納品 

  ア 受託業者は、圧着した納税通知書〈圧着はがき式〉を、県税事務所ごとに区分し、納通番号

順に梱包して納品する。なお、ＤＶ対象分がある場合は、別束に分け、ＤＶ対象分であること

が分かるように梱包材等に明記すること。 

  イ 白紙分の納税通知書〈圧着はがき式〉については、一括して梱包し納品する。 

    （再作成用として納品時に最低 1000部をバースト（カット）処理して返却すること） 

 (2) 返却及びデータ消去 

   受託業者は、次のものを委託者に返却する。 

また、委託者から提供したデータは委託者から別途指示がない限り、業務完了から３ヵ月以内

に消去し、消去したことを委託者に報告すること。 

  ア 未使用、プリントミス及び圧着ミスの納税通知書〈圧着はがき式〉用紙（２箱） 

  イ プリント用ＭＯ（使用した場合） 

 (3) 納品場所 

   受託業者は、圧着した納税通知書〈圧着はがき式〉については、資料６のとおり各県税事務所

に納品し、白紙分については、税務課システム分室に納品する。 

 (4) 梱包方法等 

   受託業者は、県税事務所別に箱を分けてプリント用データ順に箱詰めし、箱の側面に次の搬送

用ラベルを貼り梱包する。また、県税事務所ごとの判別が容易にできるよう異なる色の布テープ

等を使用すること。 

   （搬送用ラベル） 

 

 

←（通し番号／総数） 

 

 

←封入封緘分に限り通数を記入する。 

 

７ 作業テスト等（日程については後日確定する。） 

 (1) テストプリント 

   受託業者は、委託者から引き渡しを受けたテストプリント用データにより、納税通知書〈圧着

はがき式〉100枚のテストプリントを行い、そのうち 50枚（全ての県税事務所を含む）について、

下記(2)の圧着テストを行わず納品する。 

また、使用予定の納税通知書〈圧着はがき式〉を 100枚納品する。 

 (2) 圧着テスト 

   上記(1)のテストプリントをした納税通知書〈圧着はがき式〉の残り 50枚（全ての県税事務所

を含む）については、圧着して納品する。 

 (3) 納品場所 

   税務課システム分室 

 

８ 業務日程 

  資料７のとおり 

 

９ その他 

  納税通知書電子送付申出用ＱＲコードの読取り試験に合格すること。（20枚） 

  県税事務所名 

箱数 

納税通知書番号 

通数 

／ 

～ 



 

  

資
料
１

 

表
 
面

 

A面 
B面 C面 



 

 

 

 

資
料
１

 

裏
 
面

 

D面 E 面 F 面 



用紙サイズ（インチ） 縦 ６ × 横 １３

送り穴 シングル 両方

横ミシン 無（バースター用のみ）

縦ミシン ２本 （圧着作業用）

紙質 ＮＩＰ

連重 ９０kg重

刷り方 両面

表 黒、朱色

裏 黒、朱色

備考

１  用紙の仕様の留意点

    圧着式はがきの用紙とするもので、両耳を取り除き圧着した後の規格が、日本郵便株式

  会社の内国郵便約款（平成２４年１０月１日）に規定する「私製葉書の規格及び様式」に

　適合するものであること。

２  送り穴

    漢字プリンタに同じ

３  事前印刷（プレプリント）用インク

    酸化重合乾燥形インク

    熱硬化形インク

    紫外線硬化形インク

４  公印の刷り込みあり

    なお、印影は納品時に必ず返却すること

５  校正

    最低１回

   印刷色

項    目 規    格

資料２

自動車税納税通知書〈圧着はがき式〉用紙の規格



自動車税納税通知書〈圧着はがき式〉

プリント用データ

ＪＪＦＭ１３０

記録容量 ６４０ＭＢ（MO仕様の場合）

使用コード ＪＩＳ８，Ｓ－ＪＩＳ

レコードサイズ １４５０バイト（※）

データ改行 無

備  考

種類 ＤＶ非対象分 ＪＪＦＭ１３０

ＤＶ対象分 ＪＪＦＭ１３０＿０１

※　納税通知書等の電子送付対応に伴い、レコードサイズ拡張予定

　　（資料５別紙参照）

資料３

項        目 仕        様

名        称

ファイル名

プ リ ン ト 用 デ ー タ 仕 様 書



ファイル・ＤＢ設計 ワークシート レ　コ　ー　ド　仕　様　書 作成 岡田（変） 作成日 H10.3.31 Ｐ．
（ファイル設計） 承認 福田（変） 変更日 H20.12.28

業務名称 自動車税 レコード名称 納税通知書(圧着式)業者委託レコード レコード仕様書名 ＪＪＦＭＱ１３０
9 32 34 36　　　40 42　　　46 48 50 80

再
項番 日本語名（項目名） 定 レベル データ名（記号項目名） 属性 長さ Ａ 備　　　考

義 （２０文字以内） (T)

1 納税通知書(圧着式)業者委託レコード 01 NTU-ATK-GYA-ITK-REC * PGM＝ＪＪＢ２５２０で作成。 ＣＪ３１９  
2   取扱局 03 TRA-OFI N 4
3   料金支払区分 03 RYO-SHR-KBN N 2
4   納税者情報 03 NZS-JYH
5   　郵便番号 05 NZS-YBN-BNG X 7 * 数字３桁及び数字４桁又は空白４桁(‘－’含まない)
6 　  漢字住所１ 05 KNJ-JYS-001 N 22 * 共通サブルーチンにて左詰め編集したもの
7 　  漢字住所２ 05 KNJ-JYS-002 N 22 * 共通サブルーチンにて左詰め編集したもの
8 　  漢字住所３ 05 KNJ-JYS-003 N 22 * 共通サブルーチンにて左詰め編集したもの
9 　  漢字氏名Ａ１ 05 KNJ-SIM-00A-001 N 22 * 左詰編集
10 　  漢字氏名Ａ２ 05 KNJ-SIM-00A-002 N 22 * 右詰編集
11 　  漢字氏名Ｂ１ 05 KNJ-SIM-00B-001 N 16 * 左詰編集
12 　  漢字氏名Ｂ２ 05 KNJ-SIM-00B-002 N 16 * 右詰編集
13   開始納通番号等 03 STTｰNTU-BNG-TOU X 8 * ‘（’及び数字７桁
14   開始納通番号等から 03 STTｰNTU-BNG-KRA N 1 * 漢字の‘～’
15   終了納通番号等 03 END-NTU-BNG-TOU X 8 * 数字７桁及び‘．’
16   台数等 03 DIS-TOU X 3 * 数字２桁（ゼロサプレス済）及び‘）’
17 　名寄番号 03 NYSｰBNG 9 10
18 　県一連番号 03 KEN-IRB 9 5
19   県税情報 03 KNZ-JYH
20 　  事務所名 05 KNZ-JMS-MEI N 3
21   　郵便番号 05 KNZ-YBN-BNG 9 8 * 数字３桁及び‘－’と数字４桁又は空白５桁
22     ＦＩＬＬＥＲ 05 FILLER X 1
23 　  住所 05 KNZ-JYS N 17
24     ＦＩＬＬＥＲ 05 FILLER X 6  
25   　電話番号 05 KNZ-TEL-BNG 9 13 * ‘（’及び市外局番及び‘）’及び市内局番及び‘－’及び局番
26   自動車情報 03 JDS-JYH
27     自動車個別情報 05 JDS-KOB-JYH 20
28 　    漢字登録番号 07 KNJｰTRK-BNG
29 　    　陸運 09 KNJｰTRK-RKU N 2
30     　　車種 09 KNJｰTRK-SHS N 3
31     　　カナ 09 KNJｰTRK-KNA N 1
32     　　連番 09 KNJｰTRK-RBN N 4
33       納税通知書番号 07 NTU-BNG 9 7
34     　税額 07 ZGK X 7 * ゼロサプレス，カンマ編集

34-2     　軽課 07 FLG-001 X 1 03.01.27修正
35 　  合計税額 05 GKI-ZGK X 9 * ゼロサプレス，カンマ編集
36   口座情報 03 KZA-JYH
37     金融機関名称 05 KNY-MSY N 25 * 左詰編集
38 　  預金種目名称 05 YKN-SHM-MSY N 21 * 左詰編集 口座番号は，全桁＊
39     名義人１ 05 MGN-001 N 24 * 左詰編集
40     名義人２ 05 MGN-002 N 24 * 右詰編集
41 　税務局名称 03 ZKY-MEI N 10 * 01.01.12修正
42 　バーコード変換 03 BER-HNK X 22 * 01.01.12修正
43 　バーコード印刷 03 BER-GID N 46 *
44 　県税コード 03 KNZ-COD X 2 *
45 　仮名寄番号 03 KRI-NYS X 10 *

1450 所在）ファイル一覧表の備考欄に記載された現行システムファイルの識別番号
(03.01.27ｻｲｽﾞ20ﾊﾞｲﾄ増） 印）　◎：変更なし　○：桁数変更　△：変換　×：なし

反復 
回数 

その他属性の内容 

所在 項目名称 印 

現ｼｽﾃﾑﾌｧｲﾙ 

資
料
４

 

※　納税通知書等の電子送付対応に伴い、レコードサイズを拡張し、納税通知書電子送付申出用ＱＲコード印字用データ等を
　格納する予定（資料５別紙参照）



 

注１ 年度及び日付は固定値 

２ ｛｝内の数字は文字数 

３ （）内の数字はレコード仕様書（資料４）の項番数字 

４ 納税通知書の電子送付対応に伴い、Ｃ面の枠線及び文言を 

一部変更し、納税通知書電子送付申出用ＱＲコード等を印字 

する。（資料５別紙参照） 

X X X X X X X X

(6)Ｎ——————{22}——————N 
(7)Ｎ——————{22}——————N 
(8)Ｎ——————{22}——————N 
(9)Ｎ——————{22}——————N 

(10)Ｎ——————{22}——————N 
 
(42)X——————{22}——————X 

(20) 
NN 

 
(21) 
999-9999 

(23)Ｎ———{17}———N 
999-999-9999(25) 

(2) 
NNNNN 
NNNN 

NN 
(3) 

Ｎ——{22}——N 9—{7}—9 X—{7}—X (34-2) 
   (28)     (33)    (34)   X 
 
 
 
 
 
 

     20 行印字する 
 
 
 
 
 
 
 
Ｎ——{10}——N 9—{7}—9 X—{7}—X  X 
 

         (35)X———{9}———X 

(11)Ｎ————{25}————N 
(12)Ｎ————{21}————N 
 
         (20) 
         NN 
 

 
(37)Ｎ——————{25}——————N 
(38)Ｎ——————{21}——————N 
(39)Ｎ——————{24}——————N 
(40)Ｎ——————{24}——————N 

資
料

５
－

１
 

 
(33)XXXXXXX 

納通番号の印字追加 

注４ 



 

 

 

  自動車税納税通知書〈圧着はがき式〉印字仕様（令和９年度版） 

片 項目 番号 編集方法 

Ａ面 郵便番号 5 そのまま印字 

取扱局 2 そのまま印字 

料金支払区分 3 そのまま印字 

住所１行目 6 そのまま印字 

住所２行目 7 そのまま印字 

住所３行目 8 そのまま印字 

氏名1行目 9 そのまま印字 

氏名２行目 10 そのまま印字 

カスタマーバーコード 42 バーコードに変換して印字 

事務所名 20 そのまま印字 

郵便番号 21 そのまま印字 

住所 23 そのまま印字 

電話番号 25 そのまま印字 

Ｂ面 課税標準（登録番号） 28 そのまま印字 

納税通知番号 33 そのまま印字 

税額 34 そのまま印字 

合計 35 そのまま印字 

枠外（軽課記号） 34-2 そのまま印字 

Ｃ面 氏名１ 11 そのまま印字 

氏名2 12 そのまま印字 

事務所名 20 そのまま印字 

納税通知書電子送付申

出用ＱＲ 

別途 

指示 

資料５別紙「納税通知書電子送付申出用ＱＲコード等の編集仕

様」による。 

納通ＱＲ識別子 
別途 

指示 

資料５別紙「納税通知書電子送付申出用ＱＲコード等の編集仕

様」による。 

指定預金口座 

 １行目 
37 そのまま印字（金融機関名称） 

指定預金口座 

 ２行目 
38 そのまま印字（預金種目名称） 

指定預金口座 

 ３行目 
39 そのまま印字（名義人 1行目） 

指定預金口座 

 ４行目 
40 そのまま印字（名義人２行目） 

 

資料５－２ 



 

 

 

納税通知書電子送付申出用ＱＲコード等の編集仕様 

 

 

 令和９年４月から，希望申請を行った納税者に対し、電子的に納税通知書の副本

（電子データ）を送付する仕組みが開始される。 

そのため、本業務で作成する紙の納税通知書等（正本）について、納税者が希望

申請を行うための「納税通知書電子送付申出用ＱＲコード」（以下、「納通ＱＲ」と

いう。）の印字等の対応を行う。 

 

① 納税通知書の書式変更 

  納通ＱＲを印字するため、納税通知書〈圧着はがき式〉用紙について、表面の

枠線及び文言の一部変更を行う。 

  また、裏面には納通ＱＲによる希望申請方法等の周知のための文言等の追加を

行う。 

  変更後の枠線及び文言は別途指示する。 

なお、「資料２」に掲げる納税通知書〈圧着はがき式〉用紙の規格及び「（別表）」

の作成予定数量は変更しない。 

   

 ② プリント用データの変更 

   納通ＱＲ等のデータを格納するため、「資料３」及び「資料４」に掲げるプリ

ント用データの仕様について、レコードサイズを現在の 1450 バイトから拡張

し、拡張部分に納通ＱＲ印字用データ等を格納する。 

   拡張後のレコードサイズ及びレコード仕様は設計中であり、令和８年９月末

までに指示する。 

  

資料５別紙－１ 



 

 

 

 ③ 納通ＱＲ等の印字 

    希望申請を行っていない納税者に送付する納税通知書等の表面に、納通ＱＲ

及び説明文字列「納税通知書電子送付申出用ＱＲ」を印字する。 

    納通ＱＲは、②による変更後のレコード仕様書中の、別途指示する 50桁の数

値を、以下の条件のＱＲコードに変換して印字すること。 

   

 

    また、ＱＲコードの周囲に、可能な限り余白を設けた上で、「納税通知書電子

送付申出用ＱＲ」の１４文字を印字する。 

    印字位置は、ＱＲコードのマージンと重ならないこととし、別途指示する。 

 

 ④ 納通ＱＲ識別子の印字 

    発送後の汚損等により納通ＱＲが読取れない場合に、納税者が手入力により

希望申請を行うための入力番号「納通ＱＲ識別子」を、納通ＱＲと併せて印字す

る。 

    納税通知書表面に、②による変更後のレコード仕様書中の、別途指示する 37

桁の数値及び記号（-）を印字すること。 

    印字位置は別途指示する。 

 

 

 

 

 

資料５別紙－２ 



納
品
場
所

西部県税事務所
〒732-0052
広島市東区光町２丁目１－１４
（光町庁舎１階）

東部県税事務所
〒720-8511
福山市三吉町1丁目1-1
(福山庁舎第３庁舎１階)

北部県税事務所
〒728-0013
三次市十日市東4丁目6-1
(三次庁舎第３庁舎１階)

納
品
す
る
帳
票
等

●納税通知書〈圧着はがき式〉
　　　　　　　（西部県税分）

●納税通知書〈圧着はがき式〉
　　　　　　　（東部県税分）

●納税通知書〈圧着はがき式〉
　　　　　　　（北部県税分）

納品
日時

令和９年４月26日（月）
午前８時３０分まで

令和９年４月26日（月）
午前８時３０分まで

令和９年４月26日（月）
午前８時３０分まで

担
 
当

自動車税課第二係

(ダイヤルイン)082(207)3296

課税第二課自動車税係

(代表)084(921)1311
(内線)2247

課税課不動産自動車税係

(代表)0824(63)5181
(内線)3134

納品場所等一覧

資料６



令和 ９ 年 １ 月 ～ ３ 月 頃 を予定

テストプリント納品日 令和 ９ 年 ３ 月頃を予定

プリント用データの業者渡し日 令和 ９ 年 ４ 月 19 日 （ 月 ） 予定

納税通知書納品日 令和 ９ 年 ４ 月 26 日 （ 月 ） 予定

令和 10 年 １ 月 ～ ３ 月 頃 を予定

テストプリント納品日 令和 10 年 ３ 月頃を予定

プリント用データの業者渡し日 令和 10 年 ４ 月 17 日 （ 月 ） 予定

納税通知書納品日 令和 10 年 ４ 月 21 日 （ 金 ） 予定

（注）

１  プリント用データの業者受渡し予定時間は、後日調整する。

２  納税通知書は、午前８時３０分に納品する。

３  未使用の納税通知書〈圧着はがき式〉用紙等の返却物は、上記の納税通知書納品日に

　税務課システム分室（農林庁舎４階）に納品する。

資料７

納税通知書電子送付申出用ＱＲ
コード読取り試験

処      理 年   月   日

納税通知書電子送付申出用ＱＲ
コード読取り試験

令和10年度  自動車税納税通知書〈圧着はがき式〉の作成業務日程

令和９年度  自動車税納税通知書〈圧着はがき式〉の作成業務日程

処      理 年   月   日



納税通知書〈圧着はがき式〉用紙

別  表

61,000

作 成 予 定 数 量 一 覧

帳  票  名 数   量


